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大斎節第 5 主日 
特祷・詩編・聖書日課・代祷 
（聖書日課は聖書協会共同訳） 

◆特 祷 

全
ぜん

能
のう

の神
かみ

よ、み子
こ

イエス・キリストは大
だい

祭
さい

司
し

とし

て来
こ

られ、その血
ち

をもって至
し

聖
せい

所
じょ

に入
はい

り、ただひ

とたび永
えい

遠
えん

の 贖
あがな

いを 全
まっと

うされました。どうかご

自
じ

身
しん

を神
かみ

に 献
ささげ

げられたキリストの血
ち

によって、

わたしたちの 良
りょう

心
しん

を死
し

に至
いた

る 行
おこな

いから清
きよ

め、あ

なたに仕
つか

えさせてください。主
しゅ

イエス・キリスト

よってお願
ねが

いいたします。アーメン 

◆イザヤ書 43：16～21 
16主はこう言われる。すなわち海の中に道を 
荒れ狂う水の中に通り道を作られ 

17戦車と馬、大軍と兵を連れ出し 
彼らを皆倒して起き上がらせず 
灯心の火を消すように消滅させた方。 

18先にあったことを思い起こすな。 
昔のことを考えるな。 

19見よ、私は新しいことを行う。 
今や、それは起ころうとしている。 
あなたがたはそれを知らないのか。 
確かに、私は荒れ野に道を 
荒れ地に川を置く。 

20野の獣もジャッカルも鷲みみずくも、私を崇める。 
私が荒れ野に水を、荒れ地に川を与え 
私の民、私が選んだ者に飲ませるからだ。 

21私はこの民を私のために造った。 
彼らは私の誉れを告げるであろう。 
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1 主
しゅ

が捕
と

らわれ人
びと

をシオンに戻
もど

されたとき‖ 

わたしたちは夢
ゆめ

を見
み

ている思
おも

いがした 

2 わたしたちの口
くち

は笑
わら

いで、舌
した

は 喜
よろこ

びの歌
うた

で満
み

たされた‖ 国
くに

々
ぐに

の民
たみ

も叫
さけ

んで言
い

った、「主
しゅ

は

彼
かれ

らに偉
い

大
だい

なみ業
わざ

を 行
おこな

われた」 

3 主
しゅ

はわたしたちに偉
い

大
だい

なみ業
わざ

を 行
おこな

われ‖ わ

たしたちは 喜
よろこ

びに溢
あふ

れた 

4 雨
あめ

のあとにネゲブの川
かわ

が流
なが

れを取
と

り戻
もど

すよう

に‖ 主
しゅ

よ、わたしたちに繁
はん

栄
えい

を回
かい

復
ふく

してく

ださい 

5 涙
なみだ

のうちに種
たね

まく人
ひと

は‖ 喜
よろこ

びのうちに刈
か

り

取
と

る 

6 種
たね

を手
て

に 涙
なみだ

を流
なが

して出
で

て行
い

く人
ひと

は‖ 束
たば

を抱
かか

え、 喜
よろこ

びに溢
あふ

れて帰
かえ

って来
く

る 

◆フィリピの信徒への手紙 3：8～14 
8そればかりか、私の主キリスト・イエスを知ること
のあまりのすばらしさに、今では他の一切を損失と
見ています。キリストのゆえに私はすべてを失いま
したが、それらを今は屑と考えています。キリスト
を得、9 キリストの内にいる者と認められるためで
す。私には、律法による自分の義ではなく、キリス
トの真実による義、その真実に基づいて神から与え
られる義があります。 

10 私は、キリストとその復活の力を知り、その苦
しみにあずかって、その死の姿にあやかりながら、
11 何とかして死者の中からの復活に達したいので
す。12私は、すでにそれを得たというわけではなく、
すでに完全な者となっているわけでもありません。
何とかして捕らえようと努めているのです。自分が
キリスト・イエスによって捕らえられているからで
す。13 きょうだいたち、私自身はすでに捕らえたと
は思っていません。なすべきことはただ一つ、後ろ
のものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、14 キリ
スト・イエスにおいて上に召してくださる神の賞を
得るために、目標を目指してひたすら走ることです。 

◆ルカによる福音書 20：9～19 
9 イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。

「ある人がぶどう園を造り、これを農夫たちに貸し
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て、長い旅に出た。10収穫の時になったので、ぶどう
園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのとこ
ろへ送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋叩き
にして、何も持たせないで追い返した。11 そこでま
た、別の僕を送ったが、農夫たちはこの僕も袋叩き
にし、侮辱して何も持たせないで追い返した。12 さ
らに三人目の僕を送ったが、これにも傷を負わせて
放り出した。13 そこで、ぶどう園の主人は言った。
『どうしようか。私の愛する息子を送ろう。この子
ならたぶん敬ってくれるだろう。』14しかし、農夫た
ちはその息子を見て話し合った。『これは跡取りだ。
殺してしまおう。そうすれば、財産はこちらのもの
だ。』15そして、息子をぶどう園の外に放り出して、
殺してしまった。さて、ぶどう園の主人は、農夫た
ちをどうするだろうか。16 戻って来て、この農夫た
ちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるに違い
ない。」民衆はこれを聞いて、「そんなことがあって
はなりません」と言った。17 イエスは彼らを見つめ
て言われた。「それでは、こう書いてあるのは、何の
ことか。 

『家を建てる者の捨てた石 
これが隅の親石となった。』 

18 その石の上に落ちる者は誰でも打ち砕かれ、その
石が落ちて来た者は、押し潰される。」19その時、律
法学者たちと祭司長たちは、イエスが自分たちに当
てつけてこのたとえを話されたと気付いたので、イ
エスを捕らえようとしたが、民衆を恐れた。 
 
 
代祷項目  
★世界の教会とそれに連なる人びとのため  

【世界の聖公会
ア ン グ リ カ ン ・ コ ミ ュ ニ オ ン

】 ナイジェリア聖
せい

公
こう

会
かい

 
【東京教区】 神

しん
愛
あい

教
きょう

会
かい

、聖
せい

職
しょく

試
し

験
けん

委
い

員
いん

会
かい

、教
きょう

役
えき

者
しゃ

待
たい

遇
ぐう

調
ちょう

査
さ

委
い

員
いん

会
かい

、千
せん

住
じゅ

基
きり

督
すと

教
きょう

会
かい

、下
した

町
まち

教
きょう

会
かい

グループ（ 協
きょう

議
ぎ

会
かい

・牧
ぼく

師
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）、4／23 に

主
しゅ

教
きょう

按
あん

手
しゅ

されるマリア・グレイス笹
ささ

森
もり

田
た

鶴
づ

司
し

祭
さい

の
ため 
【北関東教区】 J.マキム主

しゅ
教

きょう
逝
せい

去
きょ

記
き

念
ねん

日（4/4）、

新
しん

年
ねん

度
ど

を迎
むか

え、北
きた

関
かん

東
とう

教
きょう

区
く

内
ない

各
かく

幼
よう

稚
ち

園
えん

・認
にん

定
てい

こ
ども園

えん
の 働

はたら
きのため 

【メリーランド教区】 聖
せい

マーガレット 教
きょう

会
かい

、聖
せい

マリ
ヤ 教

きょう
会
かい

 
【エルサレム教区】 救

きゅう
主
しゅ

教
きょう

会
かい

 
【NCC】 日

に
本
ほん

キリスト 教
きょう

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

、東
とう

京
きょう

聖
せい

書
しょ

集
しゅう

会
かい

 
【信施奉献先】 つきしまキッズデイのため 

★神の愛と正義による平和と和解の実現のため 

ことにパレスチナとシリアの平和のため、ウクラ
イナ、ミャンマー、アフガニスタンの平安のた
め、平和と正義の実現を求めて活動している人々
のため 

★身近な人々との交わり、教会の交わりのため 

ことにこの地域に生活する人々、教会に関わる 
諸団体・諸施設の営みを覚えて。入信志願者の
ため、また志願者が与えられるため 

★悩み、悲しみまた困難のうちにある人々のため 

・療養中･ご高齢の人々 
・東日本大震災および自然災害による犠牲者と被

災者､支援する人  々
・原発事故のために悩んでいる人  々
・暴力や犯罪、差別や貧困のため、困難な生活を

余儀なくされている人々 
・新型コロナウイルス感染症の苦しみ、不安の内

にある人々、医療看護に携わっている人々。ことに
職を失って路上生活を余儀なくされたり、生活
が困難になった人々、その方々を支える人々 

・一人で悩み、苦しんでいる人が教会につなが
り、神さまに近づくことができますように 

★逝去された人びとのため 

・今週、逝去記念日を迎える人々のため 


